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CoursewareHubとは
• JupyterHubをベースに、NIIで機能拡張 
• 認証連携 (学認) 
• 教材配布 
• 課題回収 
• 操作履歴収集 
• ……
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CoursewareHub利用の経緯
• 2020年度後学期から教養教育選択科目「Python入門」を新規開講 
• 授業で使用するプラットフォームを検討 (2019年度) 
• 授業時間内 
• PC設置教室でJupyter Notebookの利用 
• Google Colaboratoryの利用 

• 授業時間外 
• 個人PCにJupyter Notebookをインストール 
• Google Colaboratoryの利用 

• 群馬大学・横山教授 (現在、国立情報学研究所)からCoursewareHub利用の提案
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ハードウェア構成

キャンパス内サブネット

学外公開サブネット

VMWare vSphere 
　CPU: 32コア(64論理プロセッサー) 
　メモリー: 256GB

仮想ホスト: 
　学外公開 
　　仮想CPU: 4 
　　仮想メモリー: 8GB 
　　HDD: 50GB

仮想ホスト:　 
　NII拡張JupyterNotebook 
　　仮想CPU: 1 
　　仮想メモリー: 1GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　Manager 
　　仮想CPU: 8 
　　仮想メモリー: 32GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　Worker 
　　仮想CPU: 16 
　　仮想メモリー: 256GB 
　　HDD: 80GB
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環境構築

•NII拡張JupyterNotebook環境の作成 
• VCノードの作成 
• CousewareHub環境の構築 

• VCP用テンプレートの作成 
1. 仮想ホストの作成 
• ハードウェアのカスタマイズ 
• SCSI Controller 
• HDD (Disk Provisioning) 

• OS 
• Ubuntu 16.04 
• ssh 
• Docker 

2. 仮想ホストのテンプレートへの変換

VMWare vSphere 
　CPU: 32コア(64論理プロセッサー) 
　メモリー: 256GB
仮想ホスト: 
　学外公開 

仮想ホスト: 
 NII拡張JupyterNotebook 
　　仮想CPU: 1 
　　仮想メモリー: 1GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　 
　　 
　　 
　　

仮想ホスト: 
　 
　　 
　　 
　　

VCP用テンプレート 
　 
　　 
　　 
　　

学外公開サブネット

キャンパス内サブネット
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VCノードの作成
VMWare vSphere 
　CPU: 32コア(64論理プロセッサー) 
　メモリー: 256GB
仮想ホスト: 
　学外公開 

仮想ホスト: 
 NII拡張JupyterNotebook 
　　仮想CPU: 1 
　　仮想メモリー: 1GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　Manager 
　　仮想CPU: 8 
　　仮想メモリー: 32GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　Worker 
　　仮想CPU: 16 
　　仮想メモリー: 256GB 
　　HDD: 80GB

VCP用テンプレート 
　 
　　 
　　 
　　

学外公開サブネット

キャンパス内サブネット
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CousewareHub環境の構築
VMWare vSphere 
　CPU: 32コア(64論理プロセッサー) 
　メモリー: 256GB
仮想ホスト: 
　学外公開 

仮想ホスト: 
 NII拡張JupyterNotebook 
　　仮想CPU: 1 
　　仮想メモリー: 1GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　Manager 
　　仮想CPU: 8 
　　仮想メモリー: 32GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　Worker 
　　仮想CPU: 16 
　　仮想メモリー: 256GB 
　　HDD: 80GB

学外公開サブネット

キャンパス内サブネット
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ネットワーク構成
VMWare vSphere 
　CPU: 32コア(64論理プロセッサー) 
　メモリー: 256GB
仮想ホスト: 
　学外公開 

仮想ホスト: 
　Manager 
　　仮想CPU: 8 
　　仮想メモリー: 32GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　Worker 
　　仮想CPU: 16 
　　仮想メモリー: 256GB 
　　HDD: 80GB

学外公開サブネット

キャンパス内サブネット

VMWare vSphere 
　CPU: 32コア(64論理プロセッサー) 
　メモリー: 256GB
仮想ホスト: 
　学外公開 

仮想ホスト: 
　Manager 
　　仮想CPU: 8 
　　仮想メモリー: 32GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　Worker 
　　仮想CPU: 16 
　　仮想メモリー: 256GB 
　　HDD: 80GB

学外公開サブネット

プライベートサブネット

VMWare vSphere 
　CPU: 32コア(64論理プロセッサー) 
　メモリー: 256GB

仮想ホスト: 
　Manager 
　　仮想CPU: 8 
　　仮想メモリー: 32GB 
　　HDD: 80GB

仮想ホスト: 
　Worker 
　　仮想CPU: 16 
　　仮想メモリー: 256GB 
　　HDD: 80GB

学外公開サブネット

キャンパス内サブネット

• 本学のネットワークサブネット 
• キャンパス内 
• 学内公開 
• 学外公開 

• セキュリティー 

• 運用の柔軟性 
• CoursewareHubの切り替え 
• 学内ネットワーク申請の簡素化

今
回
採
用

当
初
希
望

標
準
構
成

Nginx リバースプロキシー

Nginx リバースプロキシー
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授業での利用
• 2020年度後学期「Python入門」 
• 受講者 119名+α (PC教室だと定員60名弱) 
• オンライン(Zoom)で授業
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授業スケジュール
•第1回　  導入 (講義) 
• 第2回　  基本的なプログラムと演算子を用いた式の表現 (講義と演習) 
• 第3回　  要素をもつデータ型(1) (講義と演習) 
• 第4回　  選択型のプログラム (講義と演習) 
• 第5回　  反復型のプログラム (講義と演習) 
• 第6回　  要素をもつデータ型(2) (講義と演習) 
• 第7回　  関数の利用 (講義と演習) 
• 第8回　  ライブラリの利用 (講義と演習) 
• 第9回　  ファイル処理 (講義と演習) 
• 第10回　データ整形処理 (講義と演習) 
• 第11回　オブジェクト指向 (講義と演習) 
• 第12回　NumPyライブラリを利用したデータ処理 (講義と演習) 
• 第13回　pandasライブラリを利用したデータ処理(1) (講義と演習) 
• 第14回　pandasライブラリを利用したデータ処理(2) (講義と演習) 
• 第15回　Matplotlibを利用したグラフ描画 (講義と演習)
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授業の流れ
• 教材の作成 
• 教材配布用フォルダー(textbook/)に保存 

• 教材の配布 
• admin_tools/10_ReleaseMaterials.ipynb 

• 授業 
• 課題の提出 (学生) 
• 指定したフォルダー(report/)に保存 

• 課題の回収 
• admin_tools/11_CollectAnswer.ipynb
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教材の例
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リソース監視
• 可視化ツールの提供 (Grafana)
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今後の予定
•LTI (Learning Tools Interoperability) 
• IMS Global Learning Consortiumが提唱している標準規格 
• LMS等の機能の一部を他のLMSから利用することが可能
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